


19号から内容を変え
て、議員活動から政治活
動まで様々な活動を掲
載して内容をボリューム
アップしてみました。
今までは発行時期を議
会中に行っていましたが、
今回からは議会の内容
まで盛り込めるように発
行時期をずらしました。
これからは4月（12月
議会・3月議会）10月
（6月議会・9月議会）に
中身の濃い広報誌とし
て発行しますので、お楽
しみにしてください。

日本生命保険相互会社様
（愛川町エリア担当）から愛
川町と包括連携協定を結び
たいと要望が
あり、愛川町
と日本生命さ
んの懸け橋役
をさせて頂き
ました。健康
増進や子育
て支援で包
括連携します。

黒岩神奈川県知事に要望書の提出！
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「大山丹沢山系鳥獣等問題市町村議員連絡協議会」
の事務局長として県知事に要望書の提出をしました。
愛川町でも熊の出没が多発しています。県職員さんと
も意見交換を行い、早期対応をお願いしました。

日本生命さんとの包括連携協定

９月議会で「愛のあるまちづくり」を提案しました！
令和6年 9月議会では、令和5年度の決算について会派を代表して質疑を行いました。
そして、教育民生常任委員会では教育委員会と民生部所管に対して意見と要望を行いました。

友好姉妹都市への視察
愛川町と友好姉妹都市の長野県立科町の
「えんでこまつり」に招待されました。
立科町議会議員の方々と様々な交流をし、立
科町が取り組む事業を視察しました。
女神湖に隣接している不使用な施設をコワー
キングスペースにして、素晴らしい景色の中で
仕事が出来る環境を作り、移住者の獲得に結
び付ける事業や立科町の高低差を利用した
小水力電力発電事業を視察しました。

親子食堂の開催
不登校・ひきこもり親の会「はねや
すみ」さんが主催した親子食堂に参
加して、一緒にご飯を食べました。
私生活等に不安を抱える親子が他
の親子達とおしゃべりや情報交換を
して親睦が深められた事業でした。

不妊治療・不育治療の助成拡大

子どもは未来の宝物です。先進医
療や自費診療の助成拡大。そして、
不育治療の助成拡大を要望しました。

トレーナーの配置基準・シニア割

毎週水曜日の日中に常駐する
トレーナーを平日夜や週末などに
変えて、若者にも利用しやすい環
境整備やシニア割を要望しました。

イジメや不登校をなくす環境づくり

いじめを早期発見し、対応できる
環境づくりと不登校児童生徒に寄り
添える環境づくりを要望しました。

愛川町の文化「海底和紙の継承」

海底和紙は町の貴重な文化です。
愛川地区の小学校で行われている卒業
証書を海底和紙で作る事業を中津地区
の小学校でも行えるように要望しました。

子育て応援リフレッシュ事業

ベビーシッターを利用して、お母さん
や家族、夫婦の大切な時間を作る事
業なので制度の拡大を要望しました。

新婚生活支援事業の拡大

若者が愛川町で結婚しやすい環境を
作ることが、生産年齢人口を増やす事に
繋がるので事業の拡大を要望しました。


